
１．はじめに

　幼稚園教諭及び保育士養成校においてピア

ノ演奏技術や弾き歌いを学ぶ音楽授業の目的

は、教員、保育士として現場に出てから生か

すことのできる基本的な音楽技術と 5領域と

言われる「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表

現」を音楽によって体現すること、そして子

ども達への歌唱指導のための技術を身に着け

ることにあると考えられる。また、学生にそ

の職業的技術のみならず、教諭、保育士とし

ての意識、自覚を育てることも含まれている。

　限られた授業時数、短時間の個人レッスン

の中で、入学時音楽経験がない或いはそれに

等しい初心者にとって、その技術の習得は困

難を伴うことが多い。その困難の一つに成果

を得るための継続的な「練習」がある。

　入学時、ピアノや弾き歌い修得への不安は

あっても、諦めている学生はいない。それに

も拘らず、年次が上がるとモチベーションが

下がり、練習を回避したくなる。ピアノは弾

ければ楽しい。しかし、それには練習をしな

ければならず、そのモチベーションを維持し

結果に結びつけていかなければならない。

　本研究では、保育士及び幼稚園教諭に必要

なピアノ演奏技術習得のための練習意欲を維

持していく為に必要と考えられる方法を考察

し、各個人に適した目的と目標の設定、筆者

が行った練習方法の組み立てを検討した。

２．先行研究

　初心者のピアノ演奏技術習得については、

大変多くの研究が存在する。

　入学時の学生のピアノのレッスン経験につ

いての現状把握も行われ、入学時ピアノ未経

験者が年々増加していることがわかる。「入学

時にピアノの演奏経験が全くない学生や初級

者が大半を占める」（小森 ,2010,p.51）「新入

生の約 4割は、ピアノのレッスン経験が一度

もないことがわかり、入学後のピアノ実技調

査結果から経験ありと答えた者の多くも初級

程度であることがわかった」（平松 ,2011,p.45）

「学生のピアノ学習歴について、A 大学短期大

学部では、入学時点でピアノ初心者の割合が、

ピアノの経験が『全くなし』と『3年未満』を
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合わせると全体の 70％にも及んでいた」（諸

井 ,2015,p.82）とある。

　意欲を向上させるためには、「『ピアノを演

奏することが楽しい。』と学生に感じさせ、興

味・関心を持たせることこそ学生の学習意欲

を高める即効薬になると考え、学習意欲を高

めさせる教材選択や指導法の工夫を研究して

いる。

　学生が、音楽への興味・関心を持てるよう、

学習意欲を高められる曲、音楽的に美しい曲、

そして、教育・保育現場に有効な教材を選曲

して、学生の学習意欲をかき立てる学習内容

を考える必要があるだろう」（小森 ,2010,p.51 

p.52）「長時間の自習で『やる気』を継続して

いくためには、学生自身がより取り組みやす

いと感じる教材で学ぶことが必要であると考

える」（平松 ,2011,p.49） このように教材や指導

法の研究によって学生の学習意欲への外的要

因からのアプローチがされている。

　別の視点から中村浩美は次のように述べて

いる。「レッスンの中で、ただ保育者になりた

いだけでなく、どんな保育者になりたいのか、

そのためにどのような努力が必要か考えるよ

うに促している」「保育者を目指して入学して

きた学生が退学や休学をせず、意欲的かつ積

極的に学ぶ姿勢を持てるよう、個人の性格を

早く把握して一人ひとりに見合ったレッスン

をしていきたい。中略　それぞれの性格の違

いを見極める事もレッスンの成果に繋がると

も考えられる」（中村 ,2015,p.54 p.56）学生の

性格や感じ方の個性を把握し、内的な働きか

けも見られた。

　

３．仮説

　学生の練習意欲低下の原因を教材に求める

ならば、その教材を使用している養成校ごと

に意欲の差が出てくるのではないだろうか。

指導法については、その教材の中の曲に対し

ての○×ではなく、その教材を使って現場で

使える音楽技術を習得することが目的なので

あるから、先ずは教員の認識を整えることが

大切であると考えている。

　筆者は、教材などの外発的動機づけから学

生の意欲向上、維持を目指すこともさること

ながら、学生の意識を変化させ意欲を維持す

る内発的動機づけのための具体的な方法を見

出したいと考えた。

　意欲低下の原因を、学生の内的要因である

漠然とした「不安」と外的要因であるピアノ

レッスンに対する「不安」の相互作用に起因

すると仮定し、その原因を探ることで練習意

欲維持への働きかけが導き出されるのではな

いかと考えるに至った。

４．調査方法

　現状把握のために、平成 27年 4月入学筆者

担当学生 17名及び平成 26年 4月同 21名、計

38名に対し、平成 27年 4月第 1回目の授業

において聞き取り調査を行った。この時点で、

平成 26年入学者は 1年間のピアノの授業を受

けているが、その練習へのモチベーションの

維持において下降傾向があるため、含めて調

査を行った。

　その質問内容は、平成 27年入学者には、ピ

アノのレッスン経験、そのほかの音楽経験、

所有楽器について、練習環境においては毎日
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の練習時間確保の可能性を、そしてピアノの

レッスンに対しどんな気持ちでいるかを、平

成 26年入学者には、入学前ピアノ経験の有無、

その他楽器の経験、所有楽器について及び練

習頻度、自分の練習方法が確立されているか、

現時点で自分の抱えている問題点についてで

あった。

５．調査結果

　平成 27年 4月入学 筆者担当学生数 17名

a.ピアノのレッスン経験について

　　　　   経験なし　　　　　　　　   4名

             　  3 か月から半年　　　　　   4名

過去に経験あり（レッスン形態、期間定めず） 

　　　　　　　　　　　　　　　　  　9名

b.ピアノ以外の音楽経験 

   　　（楽器 合唱等すべて含む）      有　8名

c. 所有楽器　（複数回答有り）

           　　電子ピアノ、キーボード　   8名

           　　エレクトーン　　　　　       4名

           　　ピアノ　　                　　      7名

d. 練習環境（時間の確保）      可能　    17名

e.ピアノの授業に対し

                 　　　どのような気持ちでいるか

           　　緊張しやすい　　　　　　 17名

           　　弾けるようになるか不安     13名

           　　何をするのか　　　　　　   2名

           　　経験者との差　　  　            1名

平成 26年 4月入学筆者担当学生数　  21名

a. 入学前ピアノ経験の有無　 　   無　10名

　　　　　　　　　　　　　　　有　11名

b.ピアノ以外の音楽経験　　　    有 　 6名

c. 所有楽器（複数回答有り）

　　　　電子ピアノ、キーボード　　15名

　　　　ピアノ　　　　　　　　　      6名

d. 練習頻度　　毎日　　　　　　　      0名

　 決めていない（できるときにやる）   9名

　 概ね決めている　　　　　      　　 12名

e. 自分なりの練習方法を持っているか

　　　　持っている　　　　　　　　10名

               持っていない　　　　　　　11名　

f. 現時点での自己問題点　   

　　ピアノは何とか弾けるが

　 　弾き歌いになると歌が歌えない     4名

　 　手が回らない　　　　　　　　　 1名

　　 指使いが自己流　　　　　　　　 1名

        楽譜を読むのに時間がかかる　　  3名

        音は読めるがリズムが苦手　　　  3名

        歌うとき音が外れてしまう　　　  1名

６．考察

　入学時初心者は、両学年とも約半数に及ん

だ。ただ、経験者であっても小学生の頃数か

月ほどであったり、高校の選択音楽の保育コー

スでの経験であった。その回答をした学生自

身が「初心者と同じ」と考え、「基礎から学び

たい」という希望を持っていた。これは、初

心者も僅かではあるが経験を持つ者も「幼稚

園教諭、保育士として使えるピアノの基礎」

から学びたいという意欲があると考えられた。

　平成 27年度入学の筆者担当学生は、全員が

何らかの楽器所持し、練習に対する意欲があっ

た。但し、設問 d.に対しての結果については、

その時点ではこう答えるしかないだろうと推

測された。しかし、毎日の練習が必要である

ことを学生に認識させるためにこの設問は必
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要と考え質問した。最後の「ピアノの授業に

対してどのような気持ちでいるか」に対する

全回答の根底にあるものは「不安」であろう

と推測した。

　その「不安」の原因を、学生の性格や感じ

方にある内的要因と、初めてのピアノレッス

ンという外的要因に分析し、不安を少しでも

軽減し意欲に転換するには、内的要因の不安

へは教員のレッスン内での受容と共感、タイ

ムリーな言葉かけ、やらなければならないこ

とを具体的な形で伝達することが必要であり、

外的要因の不安には、受容とその要因に対す

る具体的で段階的な練習方法の指導が有効で

あると考えた。この場合の教員は指導者より

も、学生自身が目指す目的に必要な技術を持

ちそれを伝える「協力者」「支援者」の役割を

持つ必要がある。

　平成 26年度入学の筆者担当学生も、全員入

学時から何らかの楽器を所持していた。ただ

練習頻度はかなり低く、概ね週 1~3回の学生

が多いと考えられた。その理由については、

アルバイト（経済的な事情）や他教科の宿題

を理由に挙げる学生があった。設問 eの練習

方法の確立については、1年次に器楽Ⅰを履修

し課題をこなしているため、確立されている

ことを期待して設問した。幼少時に受けたピ

アノのレッスンの練習方法を保持している学

生や 1年次に具体的な指導を受け、確定的で

はなかったが目的に沿った自分に合う練習方

法を持っている学生もいた。1年次からあまり

練習をしなかったといった学生は、4月の時点

で読譜ができず、練習は何をしたらよいか理

解していなかった。

　各自が考える自己問題点については、「歌だ

けだったら歌うことができ、ピアノだけだっ

たら何とかなるが両方となるとうまくできな

い」（弾き歌い）「音は何とか読めるがリズム

がわからない」（読譜）「指使いが自己流になっ

てしまう」（ピアノ演奏技術）と多岐にわたっ

た。

　この結果から、目の前にある曲は何とか弾

いても、その根本である自分に合った結果を

導くことのできる練習方法が身についていな

いため、このような問題を抱えてしまってい

ると考えられた。レッスン時に学生が持って

きた曲をただ○か×で判断するという考えで

学生のレッスンをしていると、学生がどのよ

うな練習をして曲をもって来ているかを見落

としてしまう。過去において、熱心に練習し

てきていたが、実は全く楽譜が読めず、聞き

覚えでひたすら暗譜をして弾いてくる学生が

いた。「よく弾いてくる」「熱心である」と褒

められてきた学生は、使用教材の途中から意

欲をなくしてしまった。理由は、弾けなくなっ

てしまったからである。なぜ弾けなくなった

か。弾き歌いが始まり、ピアノ伴奏と共に歌

を歌うようになった時、暗譜の限界が来たの

だろうと推測した。この場合、もっと早い段

階で気づくことが必要だったのではないだろ

うか。

７．外的要因の不安を解消するための

　　練習方法の提示

　先に述べた内的要因による不安の解消につ

いては、そのレッスンの中で教員と学生がコ

ミュニケーションをとることで対応し働きか
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けることができるが、外的要因に根差した不

安に関しては、その行為と結果の因果関係を

理解できるような具体的な練習方法の提示が

有効ではないかと考えた。また、学生の努力

に対する賞賛は惜しまず、身体面、精神面も

含め常に観察を怠らないように努めることも

必要であろう。

　筆者が初心者に対して指導している練習方

法とその目的を表 1 に表す。

　※ピアノが弾けるようになるための練習で

ありながら、「読む」「歌う」ことを多く取り

入れている理由は、声に出して「読む」こと

で楽譜に早く慣れることができることと将来

的に出てくる「弾き歌い」への準備のためで

ある。言葉ではなく音名唱ではあるが、手元

の鍵盤ではなく楽譜を見ながら弾くことを身

に着けることも含めて、「弾き歌い」はピアノ

実技と歌うことをバランスよく学ぶことが好

ましいと考えている。

表１「行為と結果の因果関係を理解できるような具体的な練習方法の提示」

練習内容（手順） 方法 目的 理由

1,いきなり弾こうとせ
ず、先ず楽譜の全体像
を眺め、特徴を把握す
る

楽譜を見ていく。
ピアノの前で行わなく
てもよい（通学電車等
で可能）

曲のつくりや拍子、長
さ、調号の有無、弾き
にくそうなところを見
つける

楽譜を理解をしてから
練習した方が仕上がり
が早いと考えられる

2,同じ或いは似た場所
を見つけ印をつける

右左それぞれを２或い
は４小節の楽節で見て
いき、同じ、少し違う
等色分けしていく

メロディやリズム、和
音の反復に気付く

音楽は反復の芸術であ
るため、同じ場所を見
つけることで練習がし
やすくなる

3,左手のリズムを読む
（事前にリズム唱の指
導は必要）

２或いは４小節単位で
リズム読み。どちらか
の手で拍子をとり、空
いた手で読む場所を指
差す
スムーズにできるまで
反復する

その曲の拍子とリズム
の関係をつかむ

声に出す事で理解度の
確認ができる　
レッスンの中で教員と
共にリズム読みをする
と自宅で自発的な練習
に結び付く

4,今読んだリズムに合
わせてゆっくりと音を
読む（歌わない）

単位は同じだが音名で
読む　拍子は必ずとり
読んでいる音を指差す　
曲らしく読めるように
なるまで反復する

拍子、リズム、音の相
互関係をつかむ　
書いてある音名がきち
んと読める事

読めないものは弾けな
い。音読することで耳
からの理解もできる。
教員と共に行うことで
手順を覚えていく

5,音を読みながら左手
を弾く

声で拍子を感じられる
ように読む
※指使いに注意する

読んだ音と実際の音、
左手の動きを連動させ
る

読みながら弾くことは
理解したことを実現化
すること
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８．結果

　筆者は、上記の項目のいくつかを、必ずレッ

スンの中で学生と「共に」行うようにしていた。

また、今やっていることが直近では何に繋が

り何ができるようになるのか、少し先に出て

くる課題のためにどのような布石となるのか

を必ず説明した。また、現場の幼稚園保育園

でどのように生かしていかれるかを伝えた。

練習内容（手順） 方法 目的 理由

6 ,右手で3～5を行う
（ただ右手は旋律であ
ることが多いので読む
よりは歌う）

拍子を感じられるよう
に歌う指使いに気を付
ける

左手の時と同じ 声を出し歌うことに慣
れる　音名唱をピアノ
と共に行う事で音程が
安定する　
また反復練習をするこ
とで、読んでいる音と
弾いている鍵盤の音高
の違い（ミス・タッ
チ）が分かるように
なってくる（緩やかで
はあるが音感が付いて
くる）

7,左手を弾きながら右
手パートを歌う（ゆっ
くりと）

左の何の音と右が合う
のか確かめながら行う

弾く、歌う、合わせる
事を確認する

いきなり両手で弾くよ
りも、この一段階が
あった方が合わせられ
るようになるまでの時
間が短縮されることが
多い

8,左手を弾きながら右
手パートを歌い、右手
を弾く（両手で弾きな
がら右手を歌う）

練習２で付けた印を目
安に少しづつ弾いてい
く。弾いてからミスを
修正するのではなく、
弾く前に次に何の音を
弾くのかを考えて楽
譜を見るようにする
（歌っていれば自然と
できるようになる）

曲を完成させる　
両手で弾きながら音名
で歌うことに慣れる

弾き歌いに繋がる

9,右左を合わせる（歌
わない）

その曲の速度、強弱な
どにも配慮をする

完成させる 音名唱をしないことで
ピアノ曲となる
速度、強弱、演奏記号
にも留意できるように
なると表現の幅が広が
る
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　4月の時点で一つ一つの項目をこなしてい

く為にはかなりの時間を要し、学生たちは大

変なようであった。筆者は、学生が一人でこ

れらの練習を実行していくのではなく、同じ

授業クラスの仲間と一緒に行う、或いは相談

しながら復習できるように仲間作りを行った。

実際、「難しい」「大変」という言葉は聞こえ

たが、「一緒に頑張ろう」と励まし合う姿も多

く見られた。同じ目標を持つ仲間がいる事で、

筆者への質問もしやすくなった様であった。

　また、苦しくなった時の練習を、予習では

なく復習の位置に置き、レッスンの中で新し

いことを学び、練習内容はそれを復習し応用

するように切り替えると、一段階上がってで

きるようになった喜びと達成感から、再びモ

チベーションを持ち直すことができた。入学

から 9か月経った現在は、初心者の学生が自

分から練習に向かうようになり各々に成果を

上げられるようになった。また学生自身が「練

習をしていないので弾けない」「きちんとした

練習をすれば必ず弾けるようになれる」とい

う自己受容ができるようになっていた。

　学生の練習意欲維持のために行った「行為

と結果の因果関係を理解できるような具体的

な練習方法の提示」は大変有効であったと言

えよう。 

９．各個人に適した目的と目標の設定

　保育士、幼稚園教諭として身につけなけれ

ばならないピアノ実技のための練習方法を理

解し実践していく過程で、理解力と指を動か

す力には大きな個人差が出てくる。特にピア

ノの場合は、「分かっているけれど指が動かな

い」という現象が起こる。頭での理解はでき

ていても指先への指示と連動ができず、思う

ように弾けない＝練習成果が表現できない学

生がでてくる。その場合はどのように対応す

るか。

　筆者は、養成校でピアノを学ぶ意義は現場

に対応するためだけでなく、学生自身が大人

になってから初めて学ぶ難しさや苦しさを体

験し、また自分なりにやり遂げる事で、今の

自分にできないことに挑戦している子どもの

心を理解し、寄り添うことができるようにな

るのではないかと考える。学生にそれを伝え、

目的を「最後までやり遂げる」ことに置き、自

分のペースを作ってレッスンに向かうように

指導をした。

　結果、「現場に必要な音楽教育技術の為に

努力をする」だけではなく、先ず「自分のた

めにできる努力をする」ことが伝わり、レッ

スンに向かう気持ちが少し楽になったようで

あった。その努力を見ていた同授業内の学生

が、自発的に声を掛け合い学ぶ様がみられた。

　

まとめ

　ピアノのレッスンは、とかくその教員の体験

を基に行われることが多い。そして養成校に

おいては、ピアノ初心者に、限られた時数の

中で音楽教育技術として身に着けてもらわな

ければならない。そのためには、やはり外的要

因である教材や指導法の研究は不可欠である。

しかし、それ以上に学生の内的要因を持つ「不

安」を理解し、軽減のために働きかけること

も重要である。その働きかけとして、レッスン

での教員から学生への受容と共感、具体的で
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段階を踏んだ練習方法の指導が有効であった。

　櫻井茂男（1956）よると、学習意欲を育

てるためには①基本的生活習慣②手本になる

③有能感を育てる（学習内容を理解させる）

④自己決定感（自発性）を育てる⑤他者受容

感（周りからの受容）を育てることが必要と

されている。この言葉をピアノの授業に置き

換えれば、①練習習慣②教員や友人の演奏を

聴く③レッスン内での言葉がけとポイント練

習④自発的に練習に取り組む⑤周りから自分

の努力を認められることと考えられる。カリ

キュラムを無難にこなし、目の前の楽譜を弾

いて可か不可かの対応になっては、練習意

欲を維持することは難しいのではないだろう

か。

　筆者は、今後も学生たちにとって分かりや

すく、限られた時間の中で効果の出る練習方

法と働きかけを模索していきたい。
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